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分裂をノJ－；してし、るといえよう。 ？事者はいまここにアラブ連合を「国民間マーfく士 、， 



























































































































































































































































































































t，市、っ tillFtツ悩， l: 1ゲリア7良であったi也
山山研究に，，，、仁川， その特妹な歴史的条1'二をゆi
(y刀，，こせねばならぬ意味も合まれる。 fこだ， ！日宗


















































































































































れらには， 「疎外jの担当題としζ でじなしに， や





















































どして『 ピのよ 1に変形さむ， t /;~ fr｝，＇，＇ ι号るべき H也利用の集約度によって相違はあるにせよ， け
か， とい？！ことなのであるハ周知の土才、りラ 1'i 1 ・ ず〉してーぜロやマイナスを示Lていないことを19]c, 
の（氏開発問が， L i欠産品輸出も思うにまかせぬ：j/; ヵ、にし たのである。
出で、 大間模な1¥:1ヒを.fijL ;J_I' ct人ゴ（／）；九め 4,. ' :cれt'けではなし、。 「偽装失業 I！土，経済拡大
げ九州司経済時助に杭j•） て資本財？を輸入［、 ：ふれ にkる）i'.用水 ifの i二芥に伴って当然減少するか
日1 1ヰl, 1-t.J慌て！収支就に1(1I）、 Ct｛ヒm朽の税；，； 心， fとえば、 it.Jr,人jに賃金部門がW:に杭1当程度発
,J、を余前九〈号 J,1てL、るが，かかろJi.W；かれ見て 浮l亡し、る i' --・T、ンアのプときit:lでは，労働の移
i,司 -y' I lj:/} J全't:c7ヲtろti:j:可Ji;t/J，じそれ：7る必嬰 t:cnもJ 》l.';J千iの手I）；，＇ょはしばしば失われてしまうょ
がI1・t l十.I lてノL、たく；＼＼， 、土思ろかじであお， ぞ司、 ろに思われる。つまり，この出では，長年航民地
ぷオヴ‘ ±とでlt、 そーの前に -rt, ててとfヒ.;f[｛－＼＇；イI_,: i'tJ状況のもとで「労働移動jのパターンカ・擁立さ
土の関JI刷、，，t：業生産力！：争／.0）間也｝，＇i.を
わ〈三＇：＇. t・ I .l、ろの
［て れ，ために農民側でもそれへの対応方式が固定化
されているから， 「偽装失業」論の期待する解決
・＃，＇）：仁、 (lI間発il：士、 「労働7，イtl,C）官隊；：比［ j;/ .t，少なくとも現状ではほとんど有効性をもた
〈過剰でふらJ革ぶ斉と沼扱きが、 モのJ、う f、労iめ ん， I；うに J見えるのである。 ;J.，きょく， このf丞の
11/1(¥l］（士 R 十t＇人／， ＇日H在づ二業！山形て正，， ；、われる 処J;':tf ¥ , !kl家による良立的工業化の初期的段階
if ／，込町 lワ，＼？：た、立村j也lt~で；t. ・'j 働組織の 亡しかも）｝リi部門に［余剰生産能力jが欠如iし
い熟主ど方的利用の不完；て土にiいく.＇・ 1 t・ r i/'1{1 ・c L 、る場｛干 にザ •v 、亡のみ i富市されうるのではある
うJ業Jどl. CI出／iJ(, ;/ 1るτ とL、：！ , ;j 1 ?:,, ¥ ',j, i，乙 .iし、か了
r /lうすく失主l,{i: t『 1 Jt：イLのt・_•!, (. /J '!1‘ぷ労働4 rJ I：見た.t;! (::_' γ7リカ農村に滞留する労働
移転J るこ｛レの効用そ［怯 L、 ♂・lt1f 「山!'Ji±t'.( ）］が1t{{E的貯蓄i際｛土はみt，： されえず，産業部tJLjへ
{'I .I-I_ C町 j,fj＇町、 !JI劫供給Hi.I］；：ぶけと〉出！シi二世？／う λ の労働の移転えい符易におこなわれないとすれば，
fl（；＇下せれ三と、 J Jとり，山中］f;¥,1J；三おける＇）； f)Jの 仁主化「！体の l＇） 、ノトがはなはだしく減殺される
「限界J斗：苦／J_'. ，＇う、 i''・1 1たは，－ { i ぺをぶすこ j ごとに江んうし， それにf'Fって農業生産力の土井
土，（；，； 「てし、ぷ。しかし、 r' i 1）サ1／］）王位きそを見らと， どし、う Iな1醤は， レー》そうその重要性を増すことと
労／f,/JC7）「［，k5平生rt11 は必寸し本計い‘～／イ「ス !; んう υ こ左に，社会経済史的観点から，農業生産
そ示して才.） .-, -r. ての三 u土？？一fの li)f'七百一に i、っ ケの UIを，伝統的社会の近代化の前提条件土し
てすでに的口、うわでいる た ξえ；f, ＼＼＇・パーパ て行える場合はなおさらである。 U、うまでもなく，
一 川 Bar！日）はが ／ 1：・・アの告やiを耐火して、 fの上うな十見角は， 先進諸国の近代化の歴史に徴
じhitemin巴 てたわれる特定期間企除6-限 Lて， その先行形態の中に，既に来るべき経済発
界生産 j）」力・L・L7，わずカzfょが人 4, ＇しr てを •J；す 民を支える基礎としてのある程度の近代化形態が
三とを）元とめたし H ・W・ ,\I•> Iン、y> はい1んされる土いう認識に発しているりかかる近
（、！＜ ¥'. !¥[ Jo:,11,on）と B・ 1、.・，ノ＇・ ・L (B [,' .¥las、じ！） f＼｛ヒの先行形態は，経済般と Lては｛自生i't.1成長
（上ローノ二乙 f (7）「r1;(fU（指定地）ど「民（flJ ＼；以入 のメカ二ガムj と表現されることもあるが，特に































































































村落共同体にふける「同有の一二Jじ性j つまり、 f: 
地の共同占取に対する労働用具の私的占取からは











































































































































































































































































































































if日であり『 れう バ）f上、 ア7 リカ人［三二生日i居住地
域を指定し， 人頭f児守ーを諜しーまた十J也市拐をおlj



















生産は 8 年以内にそれぞれ 50~；，増大させる一一一こ
とにあったのだが， フ：施の結果i土，その目 標がほ
とんど達成きれずに終わったどころか， また「も






































































































































































































ものとまっ 1とく j主〉た条件のもとであれ、 いやそ
れゆえに二そ‘丙［女の本源的蓄積の歴史と対比す
るととが可能であるとすきえるのでカ｝る。 したがっ





















































に2 内、てι， r -1 リカ農村f;1；門の J-t_i，＼ま京泣，技















































在日開発UJは． むしろ共同｛本の利点を維持し ＇）／ 凡
外部の｝J2：利用することによって， はじめて最終
的にJlcliJ体的停滞から脱出しうるからである。
（｛、iil'.) ふお＇：， : t 1967 't 12 J l, ダブj ノiこIJifl!: " 1 L 7 ・ 
1川2[rJ ,c4Jtr 7 ·；リ刀ニスト~ぷJ (Le Deuxic・me Con-
gri・s International des Africaniメtes)UJ tこめにm，む＇Jl
t: ，，のな’i'イ tLて
(.,j丘研究部主任調査研究：u
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